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　ローマ、ウァティカヌスの丘で 4 世紀前半に建築が始まった旧
サン・ピエトロ聖堂は、キリストの使徒の筆頭であるペトロの墓
（とされる場所）の上に建造された殉教者記念聖堂である i。聖堂
内部、アプシス、コンカのモザイク装飾のテーマは、決定的な資
料に欠けるものの 4 世紀後半に流行した「トラディティオ・レギ
ス（法の授与）」図であったと考えられている。本稿では、旧サン・
ピエトロ聖堂アプシス周辺の建築と装飾年代を、その場所に残さ
れた複数の銘文や考古学資料に基づいて考察し、当時のローマ教
会が置かれていた状況を分析しながら、そこに描かれていたはず
の「トラディティオ・レギス」図の図像内容をあきらかにするこ
とを目的とするii。
1 ．旧サン・ピエトロ聖堂の建築年代
　　 1 -1．聖堂内に残された銘文と建築年代
　　 1 -2．アプシスのモザイク装飾の制作年代
2 ． 旧サン・ピエトロ聖堂のアプシス装飾が行われた時代のロー
マ教会
　　 2 -1．ニカイア公会議とアレイオス論争の行方
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　　 2 -2．反アレイオス主義とローマ教会
3 ．「トラディティオ・レギス（法の授与）」図について
　　 3 -1．「トラディティオ・レギス」図の概要と研究略史
　　 3 -2．旧サン・ピエトロ聖堂、アプシス装飾について
4 ． まとめ　旧サン・ピエトロ聖堂、アプシス装飾としての「ト
ラディティオ・レギス」図
1 ．旧サン・ピエトロ聖堂の建築年代
1 -1．聖堂内に残された銘文と建築年代
　旧サン・ピエトロ聖堂の建造開始は、530年ごろ執筆の教皇列
伝Liber Pontificalis によれば司教シルウェステル時代（314-335）
であり iii、クラウトハイマーはコルプスにおいて320年代である
とするiv。建築年代に関する資料は、教皇列伝のほか、現場に残
された銘文や考古学資料に関する記述を含む幾つかの文書資料な
どがある。このうち建設と同時代に記された文書資料はノラのパ
ウリヌスによるものが最古であり、それは395年か396年にサン・
ピエトロ聖堂で行われたパンマキウスの妻パウリーナの葬儀とレ
フリゲリウムに関する記述であるが、この時代にすでにアトリウ
ムが完成していたことが伺える v。教皇列伝には、司教シルウェ
ステル時代にコンスタンティヌスが聖堂を創建したことと皇帝が
聖堂に対して行った寄進物のリストが記されている。皇帝は国費
で聖堂建築に出資し、私費で寄進を行った。この出資と寄進が同
時期におこなわれたかどうかは不明である。寄進物のリストには
ギリシア東部からもたらされたぶどう綱文様のついた柱、黄金や
銀のシャンデリア、コンスタンティヌスと母ヘレナの名前が記さ
れた黄金の十字架、そして、東方一帯の教会管区が記されている。
東方一帯の教会管区はコンスタンティヌスがリキニウスを破って
帝国東部を掌握した324年 9 月以降に彼のものとなったので、こ
の寄進は324年 9 月以降と考えられる。一方、黄金の十字架上の
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銘文には、ヘレナがアウグスタであることが明記されている。
CONSTANTINVS AVGVSTVS ET HELENA AVGVSTA […..]
HANC DOMVM REGALEM SIMILI FVLGORE CORVSCANS AVLA CIRCVMDATvi
アウグスタは324年に彼女に与えられた称号であるから、寄進は
324年 9 月以降、ヘレナの死亡した328年か329年までのことと考
えられる。ヘレナとコンスタンティヌスは、皇帝の在位20年の機
会である326年 7 月か 8 月にローマに滞在しており、黄金の十字
架の奉納は、この折であったのかもしれない。また、カエサリア
のエウセビオスが書き遺した『コンスタンティヌスの生涯』には、
326年ごろにコンスタンティヌスがエルサレム司教マカリオスに
あてた手紙にエルサレム教会に対するサン・ピエトロ聖堂に対す
るものと類似した奉納リストが記されている vii。そこからサン・
ピエトロ聖堂とエルサレムの聖墳墓教会の建築は同年代に並行し
て行われていたとリチャード・ジェムは指摘しているviii。
　この黄金の十字架上の銘文のほか、聖堂内アプシス周辺に記さ
れた 3 つの銘文が知られている（図 1 ）。このうちトランセプト
の壁面に記された銘文は16世紀、新聖堂の建築の時まで確認する
図 1　旧サン・ピエトロ聖堂、銘文の配置図（Liverani,2008,fig.1）
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ことができた。
QVOD DVCE TE MVNDVS SVRREXIT IN ASTRA TRIVMPHANS
HANC CONSTANTINVS VICTOR TIBI CONDIDIT AVLAMix
この銘文ではコンスタンティヌスにVICTORなる称号を冠して
いる。コンスタンティヌスが324年、クリュソポリスにおける対
リキニウス戦への勝利の結果、帝国を再統一できたことから与え
られた称号であるので、銘文の年代は324年以降と想定される。
また、この銘文では黄金の十字架上の銘文と同じAVLAという
言葉が用いられている。 4 世紀においてAVLAはバシリカを指
す言葉であり、ジェムによればトランセプトの銘文と十字架の銘
文とは呼応していて、この銘文の年代は黄金の十字架のそれと同
様324年からあまり離れてはいないx。したがって、トランセプト
周辺に関しては324年からあまり離れていない年代、恐らくはコ
ンスタンティヌスの訪問時326年には完成していたものと思われる。
　アプシスの凱旋門型壁面には壁画とともに残された銘文があっ
たxi。
...CONSTANTINI…EXPIATA HOSTILI INCVRSIONE…
ここでは、コンスタンティヌスの名と敵の攻撃に関する言及があ
るが、クラウトハイマー xii とリヴェラーニ xiii は、これを322年の
サルマン人の侵入の攻撃とする。デ・ロッシとグアルドゥッチxivは、
342年のコンスタンスによるフランク族への勝利としている一方、
ジェムは340年、コンスタンティウス 2 世によるコンスタンスへ
の攻撃としているxv。
　そしてアプシス、コンカの下部には 9 世紀の巡礼者向けガイド、
アインシーデルンの巡礼ガイドでも言及されている献堂銘文が記
されていた。
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IVSTITIAE SEDES FIDEI DOMVS AVLA PVDORIS
HAEC EST QVAM CERNIS PIETAS QVAM POSSIDET OMNIS
QVAE PATRIS ET FILII VIRTVTIBVS INCLYTA GAVDET
AVCTORVMQVE SVVM GENITORIS LAVDIBVS AEQVATxvi
銘文中のPATRIS ET FILII（父と子）という言葉の解釈で、ア
プシス壁画の年代設定や、アプシス壁画の内容に関する幾つかの
説が現在まで提示されているが、それは大きく分けると以下の三
つとなる。
1 ） 以前から広く認められてきた説は、父と子をコンスタンティ
ヌスとその子、 3 人の息子のうちの一人を指すものとする説
である。PATRIS ET FILIIは、銘文中の他の語AVCTOR（創
立者）とGENITOR（完成者）に対応しているため、この父
子がバシリカの創立者であり、完成者である。 3 人の息子の
うちコンスタンティヌス 2 世（337－340）はローマを含む帝
国の西側を支配することがなかったため、ここでは除外され
る。コンスタンス 1 世（337－350）の場合は、フランク族へ
の勝利の後（342年）以降、コンスタンティウス 2 世（337－
361）の場合は、彼が西側を支配することになった352年から
361年11月までが銘文制作の年代と考えられる。グアルドゥッ
チは、前述のアプシス凱旋門型壁面の銘文がこの銘文と同時
代に記されたと考えたことから、コンスタンスのフランク族
への勝利のあと（342－344）とする。一方、クラウトハイマー
xvii やデ・ブラーウ xviii は、この銘文をコンスタンティウス 2
世時代に制作されたもの、したがって、子が示すのはコンス
タンティウス 2 世であるとする。
2 ） リヴェラーニは近年、コンスタンティウス・クロルスとコン
スタンティヌスの父子であり、したがって、モザイクはコン
スタンティヌス時代に遡ると指摘しているxix。彼は、教皇列
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伝におけるサン・ピエトロ聖堂創建の記述中のcameraの語
をアプシスだけでなくその周辺も指す言葉と解釈したことか
らxx、アプシス周辺の整備は全体が同時期に行われたと考え、
前述の凱旋門型壁面の銘文とこの銘文は同時期（322年以降）
である、とする。ここで教会の「創立者」という言葉は、「子」
とパラレルであり、コンスタンティヌスがこの教会の創立者
である以上、「子」の「父」は、コンスタンティウス・クロ
ルス以外にありえないとする。現在のところ、同意見の研究
者は見当たらない。
3 ） ライスハールトは、父と子を三位一体の父なる神と子なるキ
リストと理解して、論文の出版当時論争を呼んだ xxi。彼によ
れば、これは、反アレイオス主義的な状況の中、司教リベリ
ウス時代（352－366）に記された銘文である。アレイオス主
義とは、アレクサンドリアのアレイオスによる父なる神に子
なるキリストは創造された、とするキリスト従属説であるが、
このアレイオス主義の台頭に反発して父と子の同一本質を銘
文中で強調している、と考える。この説は出版時に物議を醸
し、クラウトハイマーはコルプスにおいて一旦は受け入れた
ものの xxii、のちにこの説に対しては否定をしており xxiii、現
在では支持されてはいないxxiv。
　この銘文中で創立され、完成されたのは、銘文中冒頭の
IVSTITIAE SEDES、FIDEI DOMVS、AVLA PVDORIS で
ある。クラウトハイマーによれば、この三つの言葉は同じ事
柄、ecclesiaを暗示しているという。さらに、銘文中のHAEC 
QVAM CERNISは、この銘文とともに同時期に描かれたアプシス、
コンカのモザイク壁画を指すとする。クラウトハイマーは、モザ
イク壁画の主題を「トラディティオ・レギス」図と考え、この図
の下に記された銘文はモザイク壁画をもたらしたコンスタンティ
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ウスを称賛したものと評するxxv。
　アプシス周辺の建築年代を推定する資料は銘文の他に、アプシ
ス周辺から1594年時点で発見されたコンスタンティヌス 1 世、
コンスタンティヌス 2 世、コンスタンス 1 世の硬貨 xxvi、コンス
タンスの名を記した複数の押し型の刻印、bolliがある xxvii。した
がってアプシス周辺は、創建当時の建築がそのままであったわけ
ではなくコンスタンス時代に整備されたものと考えられる。ジェ
ムはこの点を重視し、アプシスの改築とアプシス周辺の銘文を含
んだモザイク装飾をコンスタンス 1 世時代のもの、とりわけコン
スタンスがローマに滞在した340/ 1 年に続く年代と同定してい
るxxviii。
1 -2．アプシスのモザイク装飾の制作年代
　さて、アプシス、コンカの下部に記された銘文が上部のモザイ
ク壁画とともに記されたのであれば、アプシス装飾の年代は、ジェ
ムによれば340年代の早い時期、クラウトハイマーによれば351-
361年のあいだとなる。
　アプシス、コンカの装飾は、聖堂建築直後にはアイコニックな
主題のものが配されており、しばらくたってから人物像を含んだ
装飾に作り変えられたとかねてより考えられており、その年代は
このように諸説あるものの、教皇列伝の記述などから遅くとも司
教リベリウス時代（352－366）までには完成していたと思われ
るxxix。
　教皇列伝の別の記述によれば、レオ 1 世（440－461）の時代に、
バシリカの改修が行われている xxx。この際アプシスは改築では
なく補修程度の工事が行われた。セウェリヌス（640）時代にも
アプシスを改修したことが記されている xxxi が、すでに言及した
4 世紀のアプシス、コンカ下部の銘文が少なくとも 9 世紀までは
確認できていたため、アプシスの壁画を作り変えたというわけで
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はなく一部補修であったとする説が根強い。そして、教皇インノ
ケンティウス 3 世（1198-1216）時代にはアプシス装飾は全面的
に改修されたxxxii。この時の装飾が16/17世紀の新聖堂建築に伴っ
て旧聖堂が破壊されるまでそこに残されていたものであり、破壊
前に制作された素描により装飾の詳細を知ることができるxxxiii。
したがって、アプシス、コンカのモザイク装飾は 4 世紀中葉に制
作されたものが13世紀初頭までそこにあったと考えられる。
2． 旧サン・ピエトロ聖堂のアプシス装飾が行われた時代のロー
マ教会
2 －1．ニカイア公会議とアレイオス論争の行方xxxiv
　旧サン・ピエトロ聖堂の建築が開始された320年代、教会では
第 1 回の公会議であるニカイア公会議が皇帝コンスタンティヌス
の主導のもと325年に開催された。コンスタンティヌスは324年に
リキニウスを破って帝国の東側領土を獲得したが、その時点の東
方圏の教会は、キリスト論争で分裂の危機にあった。皇帝は論争
の解決と全教会の一致を求めて公会議を開催することを決定した。
コンスタンティヌスの望みは、教義云々よりもまずはこの「教会
の一致」にあったと考えられる。ニカイア公会議で議論となった
アレイオス論争とは、アレクサンドリアのアレイオスが唱えたキ
リスト従属説に関する論争のことであるが、アレイオスは当時の
アレクサンドリア司教アレキサンデルの怒りを買い318年にアレ
クサンドリアから追放される。しかしその時点ではすでにエジプ
トの諸教会にこの教説が広まっていた。そして、ニカイア公会議
においてはアレイオスの教説は異端とされる。しかし、アレイオ
スにはかつてアンティオキア教会で共に同じ師に学んだ同僚が特
に帝国東側の教会に大勢おり、のちに、これら同僚たちが皇帝に
対してアレイオス復権に向け働きかけを行うことになる。これに
より皇帝はアレクサンデルの死後アレクサンドリア司教となった
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アタナシオス（328-373）に対し、アレクサンドリア教会におけ
るアレイオスの復権を求めていくことになる。アレイオスはこの
時点で自説を撤回していたが、おそらくアタナシオスの目には、
それが真実とは映らなかったのであろう。アタナシオスは生涯に
わたってこの要求を受け入れることはなかった。それゆえ 5 回に
わたって司教座からの追放の憂き目にあっている。このようにア
レイオス論争は、単なる教義論争ではなく、教会の一致を求めた
皇帝と教義の正当性を主張し続けたアタナシオス、教会間の権力
争いをした親アレイオス派司教たち、と思惑の異なる人々の間の
複雑な抗争でもあった。関係者の思惑がそれぞれ異なるが故に、
解決することは困難であった。
　こうしたアレイオス論争をめぐる政治を巻き込んだ聖職者たち
や教会間の闘争は、当初西側のローマ教会には関係がなく、実際
ニカイア公会議にローマ司教は参加していない。またアレイオス
論争の教義的な面に関しても西側の神学者たちは関心が薄かった
ことが伺える。父と子の本質が同質である、という公会議で定め
られた教義の正当性を殊更に主張する必要性は公会議直後のロー
マ教会にはなかった。しかし、アレイオス論争のその後の展開は、
ローマ教会をも巻き込むこととなった。ニカイア公会議を主催し、
原ニカイア信条の文言決定に介入もしたと言われるコンスタンティ
ヌスの身近には親アレイオス派の司教たちがおり、のちに皇帝は
これに傾いたと考えられているし、コンスタンティヌスの後継者
たる三人の息子のうち、コンスタンスを除く二人もアレイオス主
義者であって、親アレイオス派の司教たちと関係が深かったから
である。
2 -2．反アレイオス主義とローマ教会
　反アレイオスの立場であったアレクサンドリア司教アタナシオ
スの生涯の年譜を見ていくと興味深い点が見受けられる。彼はコ
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ンスタンティヌスが死去した337年、皇帝によって追放中であり（第
1 回）トリーアに滞在していた。皇帝の死をきっかけとした後継
者コンスタンティウス 2 世による恩赦でアレクサンドリアに戻る
ことができたが、宮廷内に残っていた親アタナシオス派であった
皇帝の親族は、コンスタンティウスによってすべて殺害されてい
る。また、皇帝の即位後まもなく、親アレイオスの中心人物であ
り宮廷内でも強力な影響力を有していたニコメディアのエウセビ
オスが、追放された司教パウルスの後、338年コンスタンティノ
ポリスの司教座についた。親アレイオス（反アタナシオス）の司
教たちは、様々な嫌疑をアタナシオスにかけて、なんとか失権さ
せようとしており、彼はこれ以降、西方に支持を求める以外にな
かったようであるxxxv。アタナシオスの第二回の追放は339年から
346年のことだが、この間に彼はローマ司教ユリウス 1 世（337－
352）の招きでローマの教会会議に赴いた。これは341年の出来事
で、ニカイア正統派信仰の擁護者であった西の皇帝コンスタンス
もローマに滞在中であった。この教会会議ではアタナシオスの嫌
疑を晴らし、原ニカイア信条を確認するとともに、アタナシオス
の罷免を不当なものであると宣言した。アタナシオスが所属して
いたアレクサンドリア教会は東方教会だが、他の東方諸教会より
もローマ教会と関係が深く、ローマ司教はアレクサンドリア司教
の人事に東の教会が介入することを嫌っていたのである。この会
議の結果をユリウスはアンティオケアのエウセビオス派司教に書
簡で伝えた。書簡到着前にエウセビオスは亡くなったが、エウセ
ビオス派は同年、アンティオケア大聖堂の献堂式の際に教会会議
を開き、アタナシオスの罷免を確認、反ニカイア信条を作成した。
他方343年に東の皇帝コンスタンティウスはサルディカ（ソフィア）
で教会会議を開き、アタナシオスを復権させ、混乱した事態を収
束させ教会に一致をもたらせようとした。このように、ニカイア
公会議後の教会は、なおもアレイオス主義をめぐって分裂していた。
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　350年に正統派信仰の擁護者であった皇帝コンスタンスがマグ
ネンティウスに倒され、352年にアレイオス主義者のコンスタンティ
ウス 2 世がこれを倒して帝国の西方も手にいれると、ローマ司教
リベリウス（352－366）は皇帝よりアタナシオスを非難し、これ
を支持しないように迫られた。これにより341年の教会会議で確
認した原ニカイア信条と、アタナシオスが正当なアレクサンドリ
ア司教であることの確認は、西側の教会にとって困難なものとなっ
てきたし、アタナシオス自身も西方に支持を求めるのが難しくなっ
てきた。リベリウスは追放される355年までの間に再三アタナシ
オスを非難するように皇帝より命令を受けていたがこれを受け入
れることがなかったため、対立教皇フェリクス 2 世（355－365）
が立てられる。リベリウスが皇帝に恭順を示してローマに帰還す
るのは358年のことである。旧サン・ピエトロ聖堂のアプシス装
飾は前述の通り司教ユリウスかリベリウスの在位中には制作が完
了したと推定されるが、この時代はローマ教会にとっては、ニカ
イア正統信仰を擁護する皇帝のもと原ニカイア信条の堅持とアタ
ナシオス支持の時代から一転しアレイオス派皇帝の圧力に苦しん
だ時期と一致している。
3．「トラディティオ・レギス（法の授与）」図について
3 -1．「トラディティオ・レギス」図の概要と研究略史
　旧サン・ピエトロ聖堂のアプシス装飾と考えられる「トラディティ
オ・レギス（法の授与）」図は、 4 世紀の後半から 5 世紀初頭に
流行した図像で、そのほとんどがローマで制作されている。明ら
かに「トラディティオ・レギス」図である、と判明する現存作例
は現時点ではおよそ45例ある。その内訳は、モザイク壁画が 2 例
（廟堂と洗礼堂）、カタコンベの壁画が 3 例、金箔ガラス、ガラス、
聖遺物箱などの小作例が 7 例、カタコンベのロクルス板の線刻が
1 例、洗礼堂内のストゥッコ装飾が 1 例、残りは石棺浮彫彫刻の
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事例であるxxxvi。
　基本的にはペトロ、パウロ、キリストからなる 3 人図像であり、
中央に右手を挙げたキリストが立ち、彼の左にいる十字架を背負っ
たペトロに開かれた巻物を与える。キリストから見て右側にいる
パウロはアクラマティオ（賞賛）のポーズをとる（図 2 ）。彼らのポー
ズは、いずれも皇帝美術で皇帝と臣下を表現する際によく用いら
れたもので、巻物を授与する、という主題からも、皇帝美術の影
響を大きく受けたものと考えられている xxxvii。巻物に記された銘
文も、皇帝美術の影響を受けていると考えられており、「トラディ
ティオ・レギス」図の初期の研究は、巻物の銘文研究からの図像
解釈が多く見られたxxxviii。右手をあげるキリストのポーズ、アク
ラマティオのパウロのポーズ、両手を服の下に隠すペトロのポー
ズはいずれも宮廷内の作法に依拠したものであり、巻物の授与と
いう行為も、宮廷内で皇帝から臣下への権威の委譲の儀式である
ことから、皇帝美術の表現形式を借りて、ペトロへのキリストの
図 2　ローマ、コンスタンティナ廟堂、南側アプシス
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宣教の権威の委譲を意味する図と解釈された xxxix。さらにペトロ
が初代ローマ司教とみなされていることから、ペトロの首位権、
ひいてはローマ司教の首位権を主張した図である、という説も広
く受け入れられているxl。
　一方「トラディティオ・レギス」図の三人図像の周辺に描かれ
るものとしては、キリストの足元に 4 本の川が流れる丘、神の小
羊、画面両端になつめやしの木、キリストの背景の虹色の雲、キ
リストの両側の複数の羊が挙げられ、いずれも聖書における楽園
の表象であったり、黙示録的な表現であったりする。ここから、
1960年代以降の研究では、特にこの黙示録的な表現に着目し、終
末におけるキリスト顕現図と理解する研究が多く見られたxli。
　また近年、ビスコンティは、「トラディティオ・レギス」図を、
一連のペトロ物語サイクル表現の成立の流れの中で誕生したと述
べている。 3 、 4 世紀のキリスト教美術におけるペトロの物語表
現は、キリスト受難伝と関連して「ペトロ否みの予告」「洗足」「ペ
トロの逮捕」「泉の奇跡」などが挙げられるが、「ペトロの泉の奇跡」
はモーセの泉の奇跡の表現と酷似している。モーセには他に「十
戒の授受」という、律法の授与場面があり、ペトロにも並行して「ト
ラディティオ・レギス」図という授与場面が作成されたのではな
いか、と指摘している。モーセへ与えられたのは古い律法であり、
ペトロへ与えられた法はキリストのもたらした新しい律法である。
ビスコンティは、このペトロへの法の授与図に聖書の典拠がある
と指摘しており、それが第一コリント15章の復活のキリストがケ
ファ（ペトロ）やパウロに現れている、とするパウロ自身による
記述である。さらに、石棺上で「トラディティオ・レギス」図と
「アナスタシス（勝利の十字架）」図が交換可能な図像であったこ
とを鑑みると、「トラディティオ・レギス」図はアナスタシスの
持つ「復活のキリスト」という意味を含有しているとし、それゆ
え「トラディティオ・レギス」図はキリストの復活の秘蹟とその
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後の使徒たちへの顕現を表現したものと考えられるというxlii。
3 -3．旧サン・ピエトロ聖堂、アプシス装飾について（図 3 ）
　決定的な資料が残されていない中、旧サン・ピエトロ聖堂のア
プシス装飾が「トラディティオ・レギス」図であると多くの研究
者が考えるが理由のうち大きなものは以下の四つである。まず第
一に、この聖堂が殉教者ペトロの墓に上に作られた殉教者記念聖
堂であることだ。聖堂アプシスのコンカには聖堂内で最も重要な
壁画を配するが、サン・ピエトロ聖堂の場合、ここには必ずペト
ロが主役となる壁画が描かれなければならない。画面の中央にキ
リストが描かれるがキリストの持つ巻物はペトロに与えられてお
り、二使徒が共に描かれてはいるものの、明らかにパウロよりペ
図 3　旧サン・ピエトロ聖堂、アプシス再構成図
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トロの方が重要な役割を担う。第二にはこの図像が 4 世紀後半か
ら 5 世紀初頭のローマ文化圏という限られた年代、地域において
急速に伝播しそして消滅していったことにあるxliii。おそらくは、「ト
ラディティオ・レギス」図のプロトタイプたる作品は、非常に影
響力のある場所に描かれた作例であったのであろう。そして、 6
世紀のサンティ・コスマ・エ・ダミアーノ聖堂や 9 世紀のサンタ・
プラッセーデ聖堂、サンタ・チェチリア聖堂といった教皇による
聖堂アプシス装飾に、あきらかに「トラディティオ・レギス」図
から派生した図が描かれている。そこで、「トラディティオ・レ
ギス」図のプロトタイプたる作品は、その時点で教皇が聖堂装飾
のモデルにするにふさわしい場所に未だ存在していたと考えられる。
　第三に、旧サン・ピエトロ聖堂のアプシス装飾が「トラディティ
オ・レギス」図であるとする研究者の最大の根拠としてヴェネツィ
図 4　ヴェネツィア、考古学博物館蔵、象牙製聖遺物箱、蓋
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アの考古学博物館に所蔵されている象牙製聖遺物箱、通称サマゲー
ルの象牙製聖遺物箱が挙げられるxliv。この聖遺物箱上には旧サン・
ピエトロ聖堂のアプシス周辺が写し取られていると考えられてい
る。蓋にはプロトタイプから直接写し取られた「トラディティオ・
レギス」図が描かれ（図 4 ）、 4 側面には明らかに教会堂内部を
示す建築モティーフが描かれている（図 5 ）。 4 側面は水平方向
に三つに分割され、中段の狭い空間には街を出立する羊たちの行
列が描かれている。建築モティーフに関していえば、教皇列伝の
記述との一致から、背面の装飾はサン・ピエトロ聖堂の内部を表
現していることが指摘されている。この箱には、蓋にサン・ピエ
トロ聖堂のアプシス装飾が、側面にはアプシス下部に配された羊
図 5　ヴェネツィア、考古学博物館蔵、象牙製聖遺物箱、側面
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の行列の帯があり、そして、前面部に教会堂内部が描かれている
と、多くの研究者が指摘している。これは明らかに教会堂内部の
空間表現だが、細部が教皇列伝が記す、コンスタンティヌスによ
るサン・ピエトロ聖堂への寄進物のリストと一致する。また、箱
の背面部には空の御座が描かれており、これはアプシス下部の装
飾を写し取ったものだというxlv。
　第四に、16世紀に新聖堂の建築に伴い破壊された旧聖堂のアプ
シス、コンカのモザイク装飾の模写が挙げられる（図 6 ）。これは、
前述の通り、13世紀、インノケンティウス 3 世の治世下で行われ
たアプシス装飾の改築の際の壁画である。教会堂内部でこのよう
な改築が行われる際、新しく施される装飾は、そこに以前あった
ものをある程度踏襲して制作される。壁画は上下二段の区画に分
図 6　旧サン・ピエトロ聖堂、アプシスの模写（グリマルディ、cod.barb.
lat.2733）
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けられており、下段には中央に 4 本の川が流れ出る丘に立つ神の
仔羊、その両側にはエルサレム、ベツレヘムの都市を出立し仔羊
に向かって歩みを進める合計12頭の羊が描かれる。上段の大きな
区画には、坐像のキリストの両側に立像の二使徒、ペトロとパウ
ロが配される xlvi。13世紀頃のローマの聖堂アプシス装飾は、大
人数で構成されるのが通例であり、サン・ピエトロ聖堂のように
三人図像は稀であることから、この図像の構成も 4 世紀のアプシ
ス装飾を踏襲していると考えられる。また、「トラディティオ・
レギス」図のプロトタイプに依拠すると考えられる複数の作例に
おいて、羊の行列図が見られることから、基準となった作例は聖
堂装飾であったと考えられる。
4． まとめ：旧サン・ピエトロ聖堂、アプシス装飾としての「トラディ
ティオ・レギス」図
　「トラディティオレギス」図が旧サン・ピエトロ聖堂に最初に
描かれたのであるとすれば、それはどのような意図を持つ図像で
あるのだろうか。前述のアプシス装飾の年代設定とともにここで
再考したい。
　旧聖堂のアプシス周辺は、皇帝コンスタンス時代以降に整備さ
れ、その後アプシスにモザイク装飾がもたらされた。これをジェ
ムは340年代と想定し xlvii、320年代から続いた聖堂建築の最後の
段階であるかもしれない、とする。一方、クラウトハイマーは皇
帝コンスタンティウス 2 世時代とする。前者の場合、アプシスの
壁画と共に記された銘文はコンスタンスを賛美したものとなるし、
後者の場合は、コンスタンティウスを賛美したものとなる。コン
カの壁画は、キリストも二使徒も皇帝美術に依拠したポーズで描
かれており、これに先立つ時代の皇帝賛美美術を想起させる。
　アプシスの壁画である「トラディティオ・レギス」図は（ 1 ）
ローマ教会へその宣教権威を渡す至高の存在であるキリスト（ 2 ）
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初代ローマ司教ペトロへの巻物の授与を通じたローマ司教の首位
権（ 3 ）終末論的な復活の秘蹟（ 4 ）終末時におけるキリストの
顕現、を表現していたと思われる。この場所は、殉教者、使徒ペ
トロの墓の上にあるのだから、この図は殉教者を讃える葬礼美術
的意味合いも含有していただろうxlviii。旧サン・ピエトロ聖堂の
アプシス装飾の年代が340年代であれ、350年代であれ、まずここ
で訴える内容は至高のキリストの表現から原ニカイア信条の正当
性を示すことであろう。画面の中心で天国の 4 本の川が流れる丘
の上に立つキリストは神と同質の至高性を示している。この点で、
子なるキリストを神の被造物としたアレイオス主義に対して、キ
リストも神と同一本質を持つもの、というニカイア正統派信仰を
持つローマ教会の立場を暗に示していると思われる。キリストが
とるポーズは、アドロクティオ、と呼ばれる皇帝の演説ポーズで
ある。皇帝と同じ姿で、ローマ教会の創始者とされる使徒ペトロ
に巻物を渡し宣教の権威を委譲する。これは、皇帝美術の表現方
法を借りてキリストの至高性を示すものと一般に考えられるが、
もしこれがクラウトハイマーが言うように、コンスタンティウス
2 世の時代、司教リベリウスが皇帝に屈服したのちに描かれたの
であるとすれば、キリストを皇帝を描くように表現することで、
皇帝とキリストを共に至高のものとして（凱旋門型壁面の銘文と
ともに）賛美していたのかもしれない。そして、巧みな表現方法
でニカイア信条に記されたキリストと神の同一本質を暗示してい
るのではないか。また、新しい律法の巻物を初代ローマ司教とさ
れる使徒ペトロに渡し、ローマ司教の首位権を主張している。そ
して、周辺に描かれたナツメヤシの木、 4 本の川が流れる丘、神
の仔羊といった黙示録的なモティーフで、ここに描かれたキリス
トが終末時における再臨のキリストであることをも表明し、復活
の秘蹟を表現していると思われる。さらには、画面の下部におい
て、二つの街から歩み始め、中央の神の仔羊に到達する羊たちの
246
行列表現は、当時の分裂した教会の状況を反映し教会の一致を示
した図、と言えるのではないだろうか。
　このように、「トラディティオ・レギス」図には、時代を反映
した複数の意味が暗喩表現を用いて含有されており、それゆえに
多くの種類の異なる作品に用いることができた。多くの人が集ま
る重要なバシリカに描かれていたからこそ、皇帝の娘の墓廟、聖
遺物箱、石棺浮彫、カタコンベの壁画、金箔ガラスなどの作品に
瞬く間に伝播していくことが可能となったのであろう。伝播した
先では、必ずしも元々の複数の意味合いを有していたわけではな
く、特に石棺上では、アナスタシス表現と入れ替え可能な、キリ
スト讃美という普遍的な意味を獲得することになるxlix。
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